
第５学年４組 家庭科 「食べて元気に」 

学習活動・予想される児童の反応 本時見られた深く学び続ける子どもの姿 

１ 給食の献立を考える時に大切にしていることを振り

返り、本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 前時までの学習を振り返ることで，

本時の学習活動をとらえ，意欲を持っ

て取り組もうとする姿が見られた。 

２ みそ汁以外の給食の献立を確かめ「冬の元気みそ汁

レシピ」の、実の組み合わせを考える。 

〇 「冬の元気みそ汁」を出す日の献立とその栄養素や

旬のもの、色どりを確かめる。 

○ 栄養バランス、旬、色どりを選択し「冬の元気みそ

汁」の実の組み合わせを考える。         

【内容選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 

・ 自分と同じ内容を選んだ友達とやりとりをして、

内容に合った実の組み合わせになっているか確かめ

る。 

・ 栄養教諭に旬の実を聞いて、個別で調べ直す。 

〇 栄養教諭からの話を聞くことで，自

分の作りたいみそ汁の実の組み合わせ

を想起する姿や発言が見られた。 

 

〇内容をそれぞれで決め，自分と同じ内

容の友達と話し合う姿（資料１）や，

栄養教諭に聞いて学びを深める姿（資

料２）が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 みそ汁の実の組み合わせを考える前

に内容選択の場を設定したことで， 内

容にあった実の組み合わせを考えるこ

とができた。また，友達や教師と話し

合ったり，自分で調べたりすること

で，実の組み合わせをどうしたいのか

という考えが定まり，ワークシート 

３ 自分が考えた実の組み合わせと理由を全体交流する。 

 

 

 

 

 

（資料 3）に表現することができた。 

４ 学習を振り返る。 

 

 

 

 
 

 
〇 単元のゴールを「三国小のみんなが食べたくなる『冬の元気みそ汁』の実の取り方を考えよう。」

と具体的に設定したことで，子どもの意欲につながり，学習の見通しをもって活動に取り組むこと

ができた。 

△ 観点ごとに考えさえたが，仲の良い友達同士の話合いに偏り，考えの広がりに課題が残った。今後 

は席を移動するなど，交流の仕方を工夫していきたい。 

・五大栄養素を考えて献立を作っているんだな。 

・旬のものは栄養がいつもより高いから、使うことが多いんだな。 

・色どりを整えると食欲がわくから、給食でもいろんな実が使わ

れているんだな。 

三国小のみんなが食べたくなる「冬の元気みそ汁」の

実の取り方を考えよう。 

今の献立だと

ビタミンが足

りないから、み

そ汁でバラン

スがとれるよ

うにしたい。 

冬の元気みそ

汁だから冬が

旬の白菜を使

ったみそ汁に

すると食べた

くなる。 

今の献立だと

色どりが足り

ないから人参

やかぼちゃを

入れて食べた

くなるように

しよう。 

根

拠 

栄養バランス 
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【資料１主体的に話し合う姿】 【資料２学びを深める姿】 

・私は旬を選びました。旬のものでにんじんと白菜とれん

こんを組み合わせて入れることにしました。友達から「そ

れだと、色どりや栄養バランスもよくなるね。」と言われ

て「冬の元気みそ汁」にぴったりになりました。 
【資料３ 実の組み合わせを考えたワークシート】 


